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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

教
職
員

①私は、学校教育目標
や教育方針を理解し、
達成できるよう努めて
いる。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

①私は、学級目標や個
人目標を達成するため
に努力している。

課題解決
への方策

保
護
者

①私は、学校教育目標
や教育方針を知ってい
る。

地
　
域

①私は、学校教育目標
や教育方針を理解して
いる。

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

学
校
教
育
目
標
・
教
育
方
針

・学校教育目標や教育方針について、教職員には浸
透しているが、児童、保護者、地域には浸透してい
ない方も一定数いた。児童に対しては、目標を達成
するための具体的アプローチに迫る手立てが必要
である。また、保護者、地域に対しての周知方法を
考える必要がある。
・本校では保護者に対して学校だよりの配布、学校
運営協議会での配布と呼びかけ、児童にはお話朝
会でのお話をしてきた。

評価結果 評価・考察

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・学校からの発信が少ない。
・目標はこうです、という提示だけでなく、説明や教
師の思い、児童の思いなどの配信があってもよい
のではないか。
・回答率が６５％であり、もう少し回答率をあげられ
るとよい。
・手紙は親まで渡らないこともある。Ｃ４ｔｈ配信を
より活用するとともに、１６時など保護者が返信し
やすい余裕のある時間帯に設定することで、忘れ
ずに返信してもらえるようになるのではないか。

・学校だより、学年だより、懇談会資料に定期的に
掲載する。
・C4th Home&Schoolのアプリ配信をする文章
の最後に学校教育目標を載せる。

49% 42% 5%4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① ② ③ ④ ⑤

66% 34%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① ② ③ ④ ⑤

13% 62% 17% 8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① ② ③ ④ ⑤

27% 67% 6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① ② ③ ④ ⑤

① ②

②

②

①
③④

④
③

③
②

①

①

③④⑤０％

⑤０％

⑤０％

④⑤０％



令和５年度　自己評価・学校関係者評価　報告書 2／10

鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

②私は、児童のよさや可
能性を発揮できる学級経
営を行っている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

②私は、学級での生活が
楽しいと感じている。

課題解決
への方策

保
護
者

②学校は、児童のよさや
可能性を発揮できる学級
づくりをしている。

地
　
域

②学校は、児童のよさや
可能性を発揮できる学級
経営を行っている。

学
　
級
　
経
　
営

・おおむね肯定的な評価が得られている。しかし、否定的
な評価もあるため、改善していかなくてはならない。課題
としては各クラスの学級経営の状況が保護者に伝わりに
くいことであると考える。また、グラフを見てみると、児
童の生活に対しての満足感がやや低めであるため、係活
動や学級会の計画的実施が必要である。さらにより良い
学級経営ができるよう、hyper-QUテストの結果を確認
し、学校全体で情報共有していくとともに、各クラスの状
況を保護者にも丁寧に伝えていく必要がある。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・保護者と児童の評価に差がある　保護者は思わな
い、というより知らないのではないか。
・子供があまり学校の話をしなくなるので、保護者
としては知らないから低くつけがちになると考え
る。
・休んだときや問題があったときなど、連絡をくれ
るのはありがたいことだと思う。
・学級通信が一番学級の様子が伝わると感じるが、
現在は個人情報を気にしているため、なかなか細
かい出来事でも伝えられないのではないか。
・地域の中でのつながり、地域が学校に向ける関心
が薄くなていると感じる。

・学校ホームページの写真を多くするなど、さらに
活用していく。また、ホームページを更新した際に
保護者に連絡が行くようにする。
・児童が認められる機会を増やし、児童にたくさん
伝える。また、保護者にも児童のよい点を積極的に
伝えていく。
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

③私は、児童が意見を主
体的に発表したり、他者
の意見を聞いたりして学
びを深める授業を実践し
ている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

③私は、自分の意見を発
表したり、友達の意見を
聞いたりして、いろいろな
考えにふれながら勉強し
ている。

課題解決
への方策

保
護
者

③学校は、児童が自分の
意見を発表したり、友達
の意見を聞いたりして、
いろいろな考えにふれる
授業をしている。

地
　
域

③学校は、児童が自分の
意見を発表したり、友達
の意見を聞いたりして、
いろいろな考えにふれる
授業をしている。

・「意見を発表するだけでなく、人の話をしっかり聞
けることが大切なんだよ」と児童に伝えていく。ま
た、学習のまとめに本日の学習の様子を自分の言
葉で伝わるように書くというような、自分の考えを
文章で書く学習も継続して行う。
・参観の機会はあるので、積極的に来ていただくよ
うにアピールする。

学
　
習
　
指
　
導
　
①

・鶴ヶ島市で進めている学び合い学習を本校でも進めて
いる。評価としては、全体的にはよいので、今後も積極的
に学び合い学習を授業に取り入れていくとともに、日々
の授業研究や授業改善に取り組んでいく。
・児童のアンケートから自分の意見を発表をすることに
苦手意識を持っている児童がいる。苦手な児童に対して
のアプローチを考えていく必要がある。
・保護者の評価では「②だいたいそう思う」の評価が多
く、実態を把握できていないと考えられるため、引き続
き授業を公開していく必要がある。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・地域、保護者、児童生徒の回答の差は、見ている
視点が限られている。児童は、自分の視点、保護者
は自分の子供だけ、地域は、学校運営協議会で授
業参観のときのみの限られていた場面である。
・家庭学習も含めた保護者の協力をお願いする。
・発表の機会を意図的に作るなど、総合の時間の有
効活用を進める。
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

④私は、学習目標達成の
ために学習用端末や大型
モニタ等のＩＣＴ機器を活
用して、わかりやすく工夫
した授業を行っている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

④私は、授業で学習用端
末を使って、考えを深め
たり広げたりして、積極的
に授業に参加している。

課題解決
への方策

保
護
者

④学校は、授業で学習用
端末を使って、考えを深
めたり広げたりする、授業
を行っている。

地
　
域

④学校は、授業で学習用
端末を使って、考えを深
めたり広げたりする、授業
を行っている。

学
　
習
　
指
　
導
　
②

・児童の評価において低学年の値が低かった。低学
年でも積極的にICTに慣れさせるような授業を展
開していく必要がある。また、教職員の評価も低
かったので、教職員がICT機器を活用した授業が
できるような研修を取り入れる必要がある。
・タブレットの持ち帰りの件を含め、タブレットを用
いた家庭学習の実践を進めていく必要がある。

・職員に向けてのICT研修を年間を通して増やして
いく。
・１年生の段階から積極的にタブレットを使用して
いくとともに、タブレットを活用した授業や宿題を
増やしていく。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・ICTのより積極的な活用をしていく。
・児童への提示の工夫をしていく。
・家庭でのICTの活用を促す。
・児童の情報リテラシー教育も重要である。
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑤私（学校）は、体育の授
業を中心として、体育的
行事の充実や運動機会の
確保に努め、児童の体力
向上を図っている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

⑤私は、体育や休み時間
に、校庭や体育館などで
いろいろな運動をして、
体力をつけようと努力し
ている。

課題解決
への方策

保
護
者

⑤学校は、体育の授業を
中心として、体育的行事
の充実や運動機会の確保
に努め、児童の体力向上
を図っている。

地
　
域

⑤学校は、体育の授業を
中心として、体育的行事
の充実や運動機会の確保
に努め、児童の体力向上
を図っている。

体
　
　
力

・児童の質問の中には休み時間も含まれているの
で、児童のとらえ方は違うのではないか。
・学年関係なく外遊びできている状況がとてもよ
い。
・勝ち負けにこだわるような取り組みがあってもよ
い。選抜での勝負を５６年生には入れるとよいので
はないか。
・スポーツ少年団で体力を上げている児童が多い
ので引き続き地域の役割として行っていく。
・怪我をしやすい時期なので、予防を教えるなどし
て、怪我をしない体を作っていくとよい。

・毎週火曜日の業前の時間に「元気タイム」として運
動の機会を確保した。その中ではチャレンジマラソ
ンとリズム縄跳びを継続的に行った。長期休業中は
体力貯筋の取り組みも実施している。体力の項目
について、おおむね評価はよい結果となった。

・長期休業時の際に実施している体力貯筋の取り
組みをさらに活用する。
・運動委員会を中心に業間休み等で外遊びの紹介
をしたり、全校でできる遊びを計画したりする。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑥私は、児童の生徒指導
上の課題等に対して、組
織的に、家庭と連携・協力
しながら対応している。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

⑥私は、いじめやトラブル
などの問題に対して、先
生やおうちの人に相談
し、一緒に解決しようとし
ている。

課題解決
への方策

保
護
者

⑥学校は、いじめやトラブ
ルなどの問題に対して、
組織的に、家庭等と連携・
協力しながら対応してい
る。

地
　
域

⑥学校は、児童の生徒指
導上の課題等に対して、
組織的に、家庭等と連携・
協力しながら対応してい
る。

生
　
徒
　
指
　
導
　
①

・教職員間では、日々の生徒指導情報について情報
共有を行う場を設けている。全職員で組織的に対
応できる仕組みができているため、教職員の評価
は高い。一方、児童と保護者の評価は低めとなって
いるところが課題である。

・スクールカウンセラーや担任が児童一人一人を
しっかりと見とるとともに、気軽に相談できる場を
作る。
・生活アンケートの取り組みについて、学校だより
や保護者会にて積極的に保護者に伝えていく。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・学校は丁寧にやっているので、引き続き取り組ん
でいってほしい。
・担任とコミュニケーションがうまく取れないときに
は誰に相談したらいいかがわからないときがある
ようなので、相談の窓口を広くしていくと相談しや
すい。スクールカウンセラーへの直接電話もあるの
で周知徹底していく。
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑦私は、児童のよさや可
能性の伸長を図り、成長
やつまずき、悩み等の理
解に努めている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

⑦私は、自分のよさや可
能性を伸ばしたり、友達と
の関わりを大切にしなが
ら、自分の目標に向かっ
て行動したりしている。

課題解決
への方策

保
護
者

⑦学校は、児童のよさや
可能性の伸長を図り、成
長やつまずき、悩み等の
理解に努めている。

地
　
域

⑦学校は、児童のよさや
可能性の伸長を図り、成
長やつまずき、悩み等の
理解に努めている。

生
　
徒
　
指
　
導
　
②

・全校で年間5回実施した「生活アンケート」や４、
５、６年生が実施した「心と身体の健康観察アン
ケート」、５、６年生が実施した「hyper-QUテスト」
がある。併せて悩みがある児童には個人面談を
行った。教職員・地域の評価は高いが児童、保護者
の評価は今一歩であった。

・教育相談日などの積極的利用を保護者に促す。
・相談室だよりによるスクールカウンセラーからの
情報発信を継続して行う。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・学校から、児童のよさを伸ばす具体的な取組が提
示されるとよい。例えば、子供の提案による全校レ
クや、話し合いなど。
・低学年は具体的な取組が分かっていないかもしれ
ない。高学年のほうが、自分が何をしたいのか分
かっている。
・地域（運営協議会）は説明を受けているため、評価
が高い。
・勉強だけでなく、色々な体験をすることが大事。
・小中一貫、シームレスに取り組めるようになると
よい。年代を考えず行事などを一緒に行うとよい。
・鶴っ子サマースクールなどの機会を充実させる。

38% 62%
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑧私は、一人一人の特性
の理解に努め、家庭と連
携・協力しながら道具や工
夫を取り入れ、個に応じ
た指導方法を積極的に取
り入れている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

⑧私は、苦手なことなど
を、先生やおうちの人に
相談し、一緒に解決しよう
としている。

課題解決
への方策

保
護
者

⑧学校は、一人一人の特
性の理解に努め、家庭と
連携・協力しながら道具や
工夫を取り入れ、個に応
じた指導方法を積極的に
取り入れている。

地
　
域

⑧学校は、一人一人の特
性の理解に努め、家庭と
連携・協力しながら道具や
工夫を取り入れ、個に応
じた指導方法を積極的に
取り入れている。

特
　
別
　
支
　
援
　
教
　
育

・児童及び保護者の肯定的評価が７０％程度と低い結果
となった。児童にとって先生や保護者に相談することに
対して抵抗感があるのかもしれない。教職員として、児童
が相談しやすい環境をさらに作っていく必要がある。ま
た、児童が困ったことを保護者に伝えれらるように支援
していく必要がある。
・今年度はチャレンジルームを活用し、不登校傾向児童の
居場所や児童の相談場所として多くの教職員が協力して
対応した。

・現在、個に応じた指導方法の一つとして算数や国
語の少人数指導を行っているので、継続して実施し
ていく。
・校内の特別支援体制を見直し、充実を図る

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・低学年のうちから、家庭で話し合う習慣があると
よい。親から話を聞いてあげるのも大切である。何
でも言える先生が学校にいるとよい。
・教員は、子供の苦手なところが分かっていても、
対応する時間をとるのがむずかしいのではない
か。
・共働きや学童利用も多いので、放課後のびのび算
数教室や鶴っ子サマースクールの活用をしていく。
・サマースクール等をより充実させて、子どもたち
に意識化・習慣化させられるとよい。また、そのよ
うな場は、かしこまった場だけでなく、参加しやす
い場もあるとよい。

32% 63% 5%
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑨私は、学校運営協議会・
学校応援団の意義や保護
者・地域等との活動の重
要性を理解し、地域とと
もにある学校づくりに努
めている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

課題解決
への方策

保
護
者

⑨私は、学校運営協議会・
学校応援団の意義や保護
者・地域等との活動の重
要性を理解し、地域とと
もにある学校づくりに協
力している。

地
　
域

⑨私は、学校運営協議会・
学校応援団の意義や保護
者・地域等との活動の重
要性を理解し、地域とと
もにある学校づくりに努
めている。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

・教職員、地域ともに肯定的評価が100%であった
が、保護者は７４％となった。これは、保護者にとっ
て、学校運営協議会や学校応援団の活動があまり
わからないためだと考えられる。活動していること
についての情報をより広めていく必要がある。

・学校だよりや学校ホームページ、学校公開日に
て、応援団活動についての情報を発信していくとと
もに、応援団活動への参加募集を行う。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・地域との関係はうまく行っている地域である。中
学生は地域の行事に参画している。地域の協力が
多く子どもたちは恵まれている。
・保護者は子供がやって楽しい、やってよかったね
という活動を増やしていくことが必要である。人任
せにならず、自分の子供のためにという考え方を
持つとよい。
・地域と保護者とともに活動を続けていくことが大
切である。

44% 56%
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鶴ヶ島市立南小学校 小学校

領域
対
象

質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

⑩私は、働き方改革の
目的を理解し、業務改
善を進め、心身ともに
健康であるよう努めな
がら、教科指導や教育
相談等に係る時間を増
やし、教育の維持・向上
に努めている。

評価結果
について
の分析・課

題

児
童

課題解決
への方策

保
護
者

地
　
域

働
　
き
　
方
　
改
　
革

・肯定的評価が９３％となり、おおむね良い結果と
なった。ボトムアップ型のカエル会議を行ったり、６
月と１１月にはホワイトボードにて退勤予定時刻を
意識する仕組みを実践したりした。そうすること
で、児童と向き合う時間や教材研究をする時間が
増え、教育の維持・向上に努めることができた。

・PCをさらに活用し、ペーパーレスや会議時間を短
縮し、児童に向き合う時間や教材研究をする時間
の確保を行う。

学校関係
者評価委
員会によ
る評価

・鶴ヶ島市には施設は少ないが、人的資本ではほか
の地域よりもよくなっている。
・本来の業務の意義を理解して子供と接する時間
を確保するために積極的に進めてもらいたい。

37% 56% 7%
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